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静岡市 PTA連絡協議会 第 8ブロック合同研修会 講演会

「DS 、スマホ、 SNS 一うちの子がもし…』
平成 27年 11月 7日 長田南小学校体育館

インターネット社会の今、子ども達もインターネットを使用します。調べものをするのにもネットならすぐ

調べられ子ども達は正しい使用方法がわからず、たった一言の書き込みで子ども達が傷ついてしまうかも…。

宮村先生が親の視点でインターネットの危険・子ども達の守り方を詳しく教えてくれました。

ー講師 宮村史子先生1(葵図書 子どものためのeモラル教室 cominl)
・不ツトいじめ対応アドバイザー (webカウンセリング協議会認定}

・現在、静岡市小学校非常勤講師及び実証実験 ICT支援員

☆軽い気持ちでネットに書き込み→一度でた情報は回収不可能。子どもは大事になるとは思っていない。

☆LINE→グループラインで友達の悪口 いじめにつながる。

☆年齢制限があるサイト→見てみたいと年齢を偽る。 etc

フィルタリングの必要性 ! !トラブルにあった子ほとんどはフィルタリングをしていません。子ども達を

守るためにはゲーム・スマホにフィルタリングをかけてみてください。

そして、家族でネットの使い方をもう一度話し合う !

ネット社会だからこそ家族のコミュニケーションはとても大事なことだと思います。

《参加者の感想》
・今の世の中、何か調べるためにはインターネットを使う方が多いわけですが、講演会の中で紙の辞書を引いている時は

脳波が動くけどウィキペディアなどを見ている時は脳波が動かないというのが印象的でした。いわゆるインターネットで

調べている時は思考が停止しているということでこれは危険だと思いました。これだとインターネットからの情報を子ど

も達はまともに信じてしまうことになります。子ども達に考える力をつけさせる為に別の方法を考えなくてはいけないと

感じました。

・子供の頃から、情報化社会が進んだ現在において全く遮断することは難しい。だからこそ親子共々、良い面・こわい面

の両面を学ぶ必要があることを強く感じました。

・家ではまだスマホは持たせていませんが、DSや親のスマホで遊ぶ時などは、いくつかのルールを決めています。近い

うちにスマホを持つ時が来ると思うので、その時は今回の講演の話を基に使用方法を考えていきたいです。

豊喜豪毅霊園1ー艶書“気轟謝
ればいいと思いました。



　　
　
　　

n灘額覇踊扉灘厩字鯛規範行って報じた』
今年度の母親委員会第8ブ□ツクは“身近な環境を

考えよう" をテーマに活動しています。

そこで、私たち生活に欠かせない、電気について、そ
して原発について百聞は一見に如かずと、見学 o勉強
してきました。

日時 :平成27 年 10 月23 日 (金)

内容 :往復バス車内において…
中部電力社員の方による、クイズ形式やDVD でのエネルギー
についてのレクチャー

浜岡原子力館にて…
浜岡原子力館職員の方による、原子力発電のしくみや浜岡原子
力発電所の現状についての講和。原子力館内にて、説明を受け
ながら、展望台や実物大の原子炉や防波壁模型を見学

浜岡原子力発電所構内にて…
海抜22 メートルの高さまで建設した防波壁
緊急時海水取水設備
浜岡5号機原子炉建屋内 (中央制御室等)
海抜40 メートルに建設中のガスタービン発電機建屋 等
移動しながら見学

今回は、通常入ることのできない、原子力発電所内を見学させて頂きました。
現在停止中の発電所内でも、約4000 名の方々が働いているとのこと。

職員の方の丁寧な説明と案内で、安全性を高めるために、日々 真塾に取り組んでいることは、
理解できました。

<浜岡原子力館>また凍 か 水か 原子力風力‐太陽光など、どの 』 ,,.徽 ,仰 ,叩 ,
発電にも一長一短、課題がある事がわかりましだ。 爵 入館無料

B々何気なく使っている電気が、限られた資源を使いず 休館日,毎月第3月曜日
作られ、送られて、私たちに届いていることも、 (祝日の場合翌日)
改めて気づかされた一日となりました。 駐車場 :129 台

御前崎市佐倉 5 5 61
T E L:0537 ‐85‐2424浜岡原子力発電所内は一般には公開されていませんが、

浜岡原子力館はどなたでも見学ができます。


